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新型パッソを発売

「街乗りスマート
コンパクト」をコ
ンセプトに、コン
パクト車として
の基本である経
済性や取り回し
の良いサイズを維持しつつ、ゆとりある広
い室内空間を確保しました。走りについて
も、ボディの軽量高剛性化や足回りの強化
などで、街乗りでのフラットな乗り心地や安
心感ある上質な走りを実現しました。

ＷＥＣ第３戦 ル・マン２４時間耐久レースで
２位表彰台を獲得
ＴＯＹＯＴＡ ＧＡＺＯＯ Ｒａｃｉｎｇは、
ＷＥＣ（世界耐久選手権）第３戦と
なるル・マン２４時間耐久レースに
２台のトヨタＴＳ０５０ ＨＹＢＲＩＤで参
戦し、６号車が２位を獲得しまし
た。５号車は、２３時間５５分まで手
中に入れかけていた初勝利を残
り２周での無念のトラブルで逸
し、チームにとっては悔しいレースの幕切れとなりまし
た。ル・マンの道で戦ったすべての関係者に感謝するとと
もに、「もっといいクルマづくり」のために、1年後ル・マン
に必ず帰ってまいります。

「もっといいクルマづくり」のための
５大陸走破プロジェクト 第３弾を南米で開始
２０１４年、１５年に続
いて第３弾となる５
大陸走破プロジェ
クトを８月２２日に南
米で開始しました。
日本と現地事業体の従業員約１１０名が協力
しながら、約３カ月半にわたり南米大陸の多様
で厳しい道を走破する中で、従業員自らがス
テアリングを握り走行するという現地現物の
経験を通じて、「もっといいクルマづくり」を担
う人材の育成を目指します。

ロシア工場でのＲＡＶ４生産を開始

ロシアにおける生産拠点であ
るロシアトヨタ有限会社のサ
ンクトペテルブルク工場にて、
ＲＡＶ４の生産を開始しました。
同工場では２００７年よりカムリ
を生産しており、ＲＡＶ４は２車種目となります。また、これ
に伴い同工場の生産能力も年間５万台程度から１０万台
程度に増加します。ＲＡＶ４は、２００２年にロシアで導入し
て以来、市場にて高い評価を獲得し、コンパクトＳＵＶセ
グメントをけん引する車種であるとともに、現在トヨタの
ロシアにおけるすべてのラインナップの中で、最も販売
台数が多い車種となっています。

7月

都市対抗野球大会で初優勝

当社は、７月１５日から１２
日間の日程で行われた
第８７回都市対抗野球大
会で、初優勝を果たしま
した。社長の豊田は、「豊
田市の代表として、選手たちをはじめ、選手を支え
続けたスタッフの皆さん、従業員と地域の皆さん
の全員でつかみとった、トヨタらしい悲願の初優勝
だと思います。これまで対戦させていただいたす
べてのチーム、応援団の皆様からは、社会人野球
の魅力、素晴らしさを改めて教えていただきまし
た」とコメントしました。

ＫＤＤＩ（株）と共同で「つながるクルマ」の
グローバル通信プラットフォームを構築
当社は、車載通信機による
高品質で安定した通信の
確保のために、ＫＤＤＩ（株）
と共同でグローバル通信
プラットフォームの構築を
推進します。当社はクルマ
の「つながる化」を推進する
ために、現在は国・地域で
仕様が異なっている車載通信機を、2019年までにグローバルで
共通化し、2020年までに日本・米国市場で販売されるほぼすべ
ての乗用車に搭載し、その他の主要市場においても順次搭載を
進めていきます。

８６をマイナーチェンジ

２０１２年に
発売した８６
は、ニュルブ
ルクリンク
２４時間耐久
レースや、お
客様自らが参加し楽しむ競技の８６／ＢＲＺ
レースやラリーなど、さまざまなモーター
スポーツで活躍し、お客様の笑顔をいた
だいてきました。今回のマイナーチェンジ
では、「スポーツカーとしてのさらなる深
化」をキーワードに開発し、より「走り」に特
化した８６を実現することで、スポーツ
カーファンのさらなる獲得を目指します。

ダイハツ工業（株）を完全子会社化

当社は８月１日付で
ダイハツ工業(株)を
株式交換により完全
子会社化しました。こ
れはトヨタおよびダ
イハツのさらなる持
続的成長に向け、小型車事業においてより選択と集中を進め、
両ブランドにおける「もっといいクルマづくり」を一層進化させ
ていくことを狙いとしています。トヨタとダイハツは、今後もそ
れぞれの強みを活かすマネジメントの独自性は維持しつつ、一
体となって高度化する技術革新やスピーディーな事業展開など
難易度の高い課題に対応し、両社の企業価値向上に努めてい
きます。今後の新興国小型車事業の強化に向けて、2017年１月
を目途に、新興国小型車担当のカンパニーの設置を進めます。
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